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第
十
一
回
定
期
代
議
員
総
会

　

私
達
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
四
年
に

亘
る
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
は
、
5
類
移
行

後
も
緩
や
か
な
増
加
傾
向
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
マ
ス
ク
姿
に
違
和
感
は
無
く

な
り
ま
し
た
し
、
自
然
に
人
と
の
距
離

を
取
る
よ
う
に
な
り
、
検
温
や
手
指
の

消
毒
に
も
抵
抗
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常

生
活
、
社
会
の
変
化
を
つ
く
づ
く
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
、
白
菊
会
は
105
周
年
を
迎
え
、

白
菊
会
行
事
及
び
お
け
い
こ
教
室
は
平

常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
油
断
す

る
こ
と
無
く
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
の
上
、
白
菊
会
本
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
せ
。
白
菊
会

員
諸
姉
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す

と
共
に
、
白
菊
会
へ
の
お
力
添
え
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
創
立
135
周
年
、
広
尾
移
転
100
周

年
記
念
に
当
た
り
、
ご
協
力
賜
り
ま
す

様
、
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
五
月
十
五
日（
月
）、
第
11

回
定
期
代
議
員
総
会
が
母
校
七
階
合
併

教
室
に
於
い
て
午
後
一
時
半
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
秋
山
常
務
理
事

よ
り
、
53
名
の
出
席
者
と
委
任
状
を
合

わ
せ
定
数
の
三
分
の
二
以
上
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
総
会
が
成
立
す

る
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
宇
佐
美
理

事
長
よ
り
本
年
度
代
議
員
は
68
名
で
ス

タ
ー
ト
す
る
旨
と
、
理
事
3
名
が
退
任

し
、
新
理
事
3
名
を
含
む
今
年
度
の
理

事
10
名
監
事
2
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
金
森
・
深
澤
両
会
計
理
事
よ
り
、

令
和
四
年
度
の
事
業
及
び
会
計
報
告
、

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画

と
会
計
予
算
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
北
川
・

宮
田
両
監
事
に
よ
る
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
理
事
長
よ
り
出

席
者
に
決
議
を
求
め
た
と

こ
ろ
盛
大
な
拍
手
に
よ
り

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ご
列
席
の
岡
田
顧

問
税
理
士
が
、
公
益
目
的

支
出
計
画
に
基
づ
き
白
菊

会
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て

い
る
と
の
ご
発
言
を
伺

い
、
終
始
和
や
か
に
滞
り

な
く
午
後
二
時
十
分
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
挨
拶

白
菊
会
理
事
長  

昭
36
卒  
宇
佐
美
幸
子 

白
菊
会
よ
り
大
切
な
お
知
ら
せ

今
年
度
は
、
新
入
会
員
歓
迎
会
を
5
月
28
日（
日
）に

セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
66
回
同
窓
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

☆
来
年
度
よ
り
、
同
窓
会
の
ご
案
内
は
白
菊
だ
よ
り
と

　

白
菊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま
す
。

　
　

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
第
67
回
白
菊
会
同
窓
会

　
　
　
　

令
和
6
年
５
月
26
日
（
日
）
12
時

　
　
　
　
　
　
　

於　

セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル

　

出
席
お
申
込
み
は
、
令
和
６
年
１
月
15
日
か
ら
４
月
19
日
迄

　

お
申
込
み
頂
い
た
方
に
、
順
次
詳
細
を
お
知
ら
せ
（
郵
送
）
致
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
ご
卒
業
生
は
ご
招
待
致
し
ま
す
。

そ
の
他
今
後
の
行
事
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
白
菊
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
菊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
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小
学
校
で
は
、
四
月
七
日
に
始
業
式
、
十
二
日

に
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
に
全
校
児

童
が
参
列
し
た
式
に
な
り
、
新
た
な
年
度
の
始
ま

り
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
入
学

生
の
目
を
見
て
、「
い
い
年
に
な
る
。」
そ
ん
な
予

感
を
も
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
症
法
上
「
五
類
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
校
で
も
感
染
症
対
策
の
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
学
校

生
活
の
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
も
、「
い

い
年
に
な
る
。」
と
予
感
さ
せ
る
要
因
で
す
。

　

今
年
度
、
本
校
は
以
下
の
二
つ
の
改
革
を
実
施

し
ま
す
。

○
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
名
称
変
更

　

本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
は
三
つ
の
柱
で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
す
ず
か
け
」、「
つ
ば
さ
」、

「
国
際
理
解
」
で
す
。
こ
の
「
国
際
理
解
」
の
名

称
を
「
と
び
ら
」
と
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
国
際

社
会
の
と
び
ら
を
開
く
、
自
分
で
道
を
切
り
拓

く
。
そ
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
三
十
六
名
学
級
の
実
施

　

令
和
六
年
度
入
学
生
か
ら
、
学
級
定
数
を
四
十

名
か
ら
三
十
六
名
に
変
更
し
ま
す
。
き
め
細
や
か

な
教
育
の
実
施
や
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
白
菊
会
の
皆
様
方
の
あ
た

た
か
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
新
会
員
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
っ

た
白
菊
会
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
達
の
高
校
三
年
間
は
常
に
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
決
し
て
屈
す

る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
絆
を
確
か
め
合
い
な
が

ら
試
行
錯
誤
し
、
そ
の
時
々
の
最
善
を
尽
く
し
て

き
ま
し
た
。
最
後
の
行
事
と
な
っ
た
昨
年
の
体
育

大
会
は
、
先
生
方
の
御
尽
力
と
生
徒
の
団
結
の
も

と
三
年
ぶ
り
に
中
高
合
同
で
の
開
催
を
実
現
し
、

更
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。
私
達
は
、
女
学
館
で
の
学
び
と
思

い
出
を
胸
に
、
白
菊
会
の
一
員
と
し
て
、
多
様
に

変
化
す
る
社
会
に
対
応
し
、
貢
献
で
き
る
女
性
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
御
健
勝
と
白
菊
会
の
益
々
の
御
発
展

を
祈
念
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

東
京
女
学
館
小
学
校　

校
長　

盛
永　

裕
一

ご
　
挨
　
拶

新
会
員
挨
拶

白
菊
会
新
会
員
代
表　

令
5
卒　

中
林　

美
賀
子

　

白
菊
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
中
学
校
・

高
等
学
校
の
教
育
活
動
に
、
温
か
い
ご
支
援
と
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
開
始
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
生
活
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん

だ
こ
と
を
糧
に
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

こ
の
春
の
卒
業
生
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い

状
況
に
対
し
て
努
力
を
重
ね
、
将
来
の
目
標
に
向

か
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
が
大
学
合
格

実
績
に
も
見
事
に
表
れ
ま
し
た
。
文
系
・
理
系
を

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
医
学

系
や
芸
術
系
、
海
外
大
学
へ
と
多
方
面
へ
の
拡
が

り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

広
尾
移
転
１
０
０
年
を
迎
え
て

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
世
界
を
多
様
な
人
々
と
協

働
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
導
く
人
物
と
し
て
成
長

し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
東
京
女
学
館
は
創
立
135
周
年
、
広
尾
移

転
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
時
を

皆
様
と
共
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

　

私
共
は
、
次
の
100
年
に
繋
が
る
第
一
歩
の
年
を

迎
え
、
未
来
を
生
き
る
生
徒
を
育
む
目
標
と
し
て

「
挨
拶
の
で
き
る
生
徒
」「
多
様
性
を
認
め
他
者
を

思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
」「
主
体
的
に
考
え

実
行
で
き
る
生
徒
」
を
挙
げ
、「
品
性
」
と
豊
か

な
心
の
育
成
に
貢
献
で
き
る
よ
う
教
職
員
一
同
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
挨
拶

    

中
学
校
高
等
学
校　

校
長　

渡
部　

さ
な
え 

　

日
頃
よ
り
、
白
菊
会
の
皆
様
に
は

学
校
の
教
育
活
動
に
対
し
御
支
援
・

御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

4
月
7
日
に
小
・
中
・
高
等
学
校

と
も
に
令
和
5
年
度
の
始
業
式
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
創
立
135
年
、
そ
し
て
広
尾

に
移
転
し
て
100
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

上
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
昨
年
12
月
に
全
校
児
童
・

生
徒
た
ち
へ
広
尾
移
転
100
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
、
50
数
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
池
田
奈
那
子
さ
ん（
高
二
）の
作
品
が
選
ば

れ
、
プ
ロ
の
手
に
よ
っ
て
仕
上
げ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

　

1 

9 

2 

3
年
9
月
1
日
の
関
東
大
震
災
直
後
に

羽
澤
（
現  

広
尾
）に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

1 

9 

2 

8
年
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
校
舎
建
築
に
は
、
第
五
代
渋
沢
栄
一
館
長
の

並
々
な
ら
ぬ
尽
力
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
1 

9 

3 

3
年
に
羽
澤
の
校
地
は
払
い

下
げ
と
な
り
、
創
立
45
年
目
に
し
て
自
前
の
校
地

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
る
9
月
11
日
は
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

広
尾
移
転
100
周
年
記
念
式
典
を
催
し
て
、
全
校
児

童
・
生
徒
を
は
じ
め
、
教
職
員
、
保
護
者
、
卒
業

生
、
関
係
者
の
皆
様
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
女
学

館
が
育
ん
で
き
た
伝
統
と
歴
史
を
振
り
返
り
、
変

わ
り
ゆ
く
現
在
、
進
化
す
る
未
来
を
共
に
見
つ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
東
京
女
学
館
へ
の
思
い
が
調
和
す

る
場
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

白

菊

会

名

誉

会

長

第
14
代
東
京
女
学
館
館
長
・
理
事
長

福　

原　

孝　

明
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終
息
で
は
無
い
も
の

の
コ
ロ
ナ
禍
収
束
が
見

え
始
め
、
３
年
ぶ
り
の

バ
ザ
ー
開
催
と
、
感
染

状
況
の
推
移
を
見
な
が

ら
準
備
を
進
め
る
事
が

知
ら
さ
れ
た
4
月
末
。

令
和
元
年
の
お
手
伝
い

の
遠
い
記
憶
を
同
級
生
と
辿
り
な
が
ら
試
行
錯

誤
し
て
ス
タ
ー
ト
。
感
染
対
策
の
各
種
制
限
を

設
け
た
中
、
急
遽
中
止
と
い
う
ケ
ー
ス
も
念
頭

に
皆
様
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
よ
う
思
案
を
重

ね
ま
し
た
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
迎
え
た
当
日
、

お
天
気
も
良
く
、
予
想
以
上
の
賑
わ
い
に
ホ
ッ

と
し
、
各
催
し
を
ご
来
場
者
様
と
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
混
乱
の
な
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
準
備
や
対
策
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
学

校
や
白
菊
会
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
皆
様
と
共

に
盛
況
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
30
年
ぶ
り
に
学
年

一
体
と
な
っ
て
直
接
・
間
接
的
に
動
き
、
気
持

ち
を
寄
せ
て
く
れ
た
同
級
生
と
の
再
結
束
の
機

会
を
頂
い
た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

初
夏
の
風
薫
る
爽
や
か
な
5
月
28
日
（
日
）

に
、
白
菊
会
新
入
会
員
歓
迎
会
が
渋
谷
セ
ル
リ

ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
時
に
、
司
会
の
秋
山
常
務
理
事
に
よ
る
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
新
入
会
員
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演

奏
と
指
揮
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
続
い
て

宇
佐
美
理
事
長
が
「
新
入
会
員
を
心
よ
り
歓
迎

し
、
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
白
菊
会
の
一
員
で
あ

る
事
に
誇
り
を
持
っ
て
令
和
の
時
代
を
歩
ん
で

頂
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
原
孝
明
館
長
先
生
よ
り
、
新
入
会

員
の
皆
様
へ
「
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
も
他
者

を
思
い
や
り
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
自
分
を
磨

き
活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
入
会
員
代
表
の
中
林
美
賀
子
様
が
、

若
々
し
く
頼
も
し
い
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
渡
辺
さ
な
え
校
長
先
生
か

ら
頂
き
、
彩
鮮
や
か
な

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ー

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
校
3
年
時
の
学
年
主

任
と
各
ク
ラ
ス
担
任
の

先
生
方
も
ご
挨
拶
さ
れ
、

盛
会
の
中
14
時
30
分
に

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
1
月
23
・
24
・
25
日
の
3
日
間
に
、
白
菊
会
理
事
が
、
小

学
校
全
学
年
の
児
童
に
昔
の
お
話
を
す
る
「
す
ず
か
け
教
室
」
が
あ
り

ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
い
木
造
校
舎
や
お
給
食
の
写
真
を
見
た
り
、
令

和
の
時
代
に
続
く
学
校
生
活
の
お
話
に
聞
き
入
り
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

質
問
を
す
る
子
供
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

母
　
校
　
の
　
近
　
況

国公立大学
大学名 人数
東京大学 1
東京外語大学 3
東北大学 1
富山大学（医学部） 1
横浜市立大学 1

主な指定校推薦
（2022年度実績）

大学名 人数
慶應義塾大学 2
早稲田大学 4
上智大学 1
東京理科大学 2
立教大学 3
明治大学 1
青山学院大学 3
中央大学 4
法政大学 2
学習院大学 8
立命館大学 1
津田塾大学 4
東京女子大学 5
日本女子大学 4
成蹊大学 3
成城大学 4
東京女子医科大学 1
北里大学 3
明治薬科大学 5
日本赤十字看護大学 1

（　）内の数値は、過年度生の合格者数
大学合格の実績の詳細は学校HPにて
ご覧いただけます。

私立大学
大学名 人数
慶應義塾大学 34（3）
早稲田大学 20
上智大学 29（1）
国際基督教大学 1
東京理科大学 14
立教大学 45
明治大学 41（2）
青山学院大学 22
中央大学 25（5）
法政大学 35（1）
学習院大学 20（1）

大学名 人数
成蹊大学 8
成城大学 25（1）
武蔵大学 5
明治学院大学 24
玉川大学 3
日本大学 30（4）
東洋大学 18（2）
駒澤大学 8（1）
専修大学 5
東京都市大学 8
芝浦工業大学 16
東京電機大学 3（3）
国学院大学 2
武蔵野美術大学 11（2）
多摩美術大学 8（3）
東京造形大学 2（2）
横浜美術大学 1
京都芸術大学 1
洗足学園音楽大学 1
昭和音楽大学 1

大学名 人数
順天堂大学 5（1）
東京医科大学 5（2）
東京女子医科大学 9（3）
岩手医科大学 1（1）
埼玉医科大学 4（2）
帝京大学医学部 4（2）
独協医科大学 1（1）
日本医科大学 2（1）
日本大学医学部 1
愛知医科大学 1
杏林大学医学部 4（2）
聖マリアンナ医科大学 4（2）
北里大学 10（3）
昭和大学 3（3）
東邦大学 6（2）
星薬科大学 7（3）
明治薬科大学 3（2）
昭和薬科大学 2
東京歯科大学 2（1）
麻布大学 3（1）

大学名 人数
日本獣医生命大学 6
津田塾大学 18（1）
東京女子大学 23
日本女子大学 31
学習院女子大学 11
聖心女子大学 24
白百合女子大学 3
東洋英和女学院大学 10
フェリス女学院大学 5
清泉女子大学 6
立命館大学 4
関西学院大学 1

海外の大学
大学名 人数
King’s College London 1
The University of British Columbia 1
The University of Melbourne 1

他

大学合格状況（令和5年4月現在）

令和6年度 第1学年（一般入試）募集要項
1. 入学志願者の年齢 平成29年4月2日から平成30年4月1日までの出生者
2. 入学考査 令和5年11月2日（木）・3日（金）のいずれか一日
3. 合格発表 令和5年11月3日（金）

令和6年度 第1学年（AO型入試）募集要項
1. 入学志願者の年齢 平成29年4月2日から平成30年4月1日までの出生者
2. 入学考査 令和5年11月1日（水）
3. 合格発表 令和5年11月1日（水）

※募集人数は一般入試・AO型入試合わせて72名

2024年度 東京女学館小学校入試に関するご案内
中学入試（一般学級）

第1回 2024年2月1日（木）　募集35名　4科
第2回 2024年2月1日（木）　募集35名　2科（午後入試）
第3回 2024年2月2日（金）　募集35名　2科（午後入試）
第4回 2024年2月3日（土）　募集25名　4科

中学入試（国際学級）
帰国生 2023年12月10日（日）　募集18名
一般生 2024年2月2日（金）　募集20名　2科（午後入試）

◦詳細・お問い合わせ：小学校   https://www.tjk.jp/p/� TEL .03-3400-0874
　　　　　　　　　　　中学校   https://www.tjk.jp/mh/� TEL .03-3400-0867

2024年度 東京女学館中学校 入試に関するご案内

す
ず
か
け
教
室

3
年
ぶ
り
の
白
菊
会
バ
ザ
ー

平
2
卒
　
幹
事
一
同

令
和
5
年
新
入
会
員
歓
迎
会
報
告
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支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

　

母
校
の
門
を
出
て
か
ら
、
父
の
仕
事
の
都
合
で
ア
メ

リ
カ
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
刺
激
に
満
ち
た
大
学
生
活
を

経
験
し
、
帰
国
前
年
角
帽
と
マ
ン
ト
を
着
る
事
が
出
来

ま
し
た
。　

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
は
コ
ロ
ラ
ド
川
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
砂
漠
に
水
を
撒
い
て
作
っ
た
街
で
す
。
そ
れ
に

引
き
換
え
日
本
は
自
然
に
草
が
生
え
、
一
日
歩
け
ば
山

か
海
に
着
き
、
豊
富
な
食
物
と
治
安
の
良
い
幸
せ
な
国

で
す
。

　

三
重
県
で
ご
縁
を
頂
き
一
男
二
女
を
育
て
、
孫
四
男

も
授
か
り
ま
し
た
。

　

母
校
の
小
中
高
校
で
図
書
委
員
を
務
め
、
卒
業
式
に

は
広
辞
苑
を
頂
い
た
読
書
の
知
識
は
私
の
土
台
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
町
の
図
書
館
を
利
用
し
、
月
一
回

我
が
家
で
読
書
会
を
催
し
メ
ン
バ
ー
の
知
識
を
集
約
し

て
い
ま
す
。
又
ピ
ア
ノ
教
室
英
語
教
室
を
開
催
し
、
地

域
の
学
童
保
育
所
で
英
語
講
師
を
務
め
、
子
供
達
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
う
幸
せ
な
日
々
で
す
。

　

大
分
市
内
に
20
年
、
由
布
市
に
25
年
。
す
っ
か
り
大

分
県
民
に
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

流
通
の
進
ん
だ
昨
今
で
す
が
、
東
京
で
馴
染
ん
で
い

た
野
菜
が
、
こ
ち
ら
で
は
手
に
入
ら
な
い
物
も
あ
り
、

懐
か
し
く
思
う
事
、
し
ば
し
ば
で
す
。

　

温
泉
県
大
分
と
言
わ
れ
、
別
府
や
由
布
院
は
、
よ
く

紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
好
き
な
場
所
は
、
阿
蘇
山
を

も
見
渡
せ
る
久
住
高
原
の
雄
大
さ
で
す
。
私
の
家
か
ら

は
、
山
や
海
は
近
い
の
で
す
が
、
久
住
高
原
で
見
渡
す

景
色
は
、
圧
巻
で
す
。

　

最
近
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
が
、
行
き
た
い
所
は
と

聞
か
れ
れ
ば
、
即
、
久
住
高
原
と
言
う
で
し
ょ
う
。

　

今
年
、
大
分
空
港
か
ら
大
分
市
内
ま
で
、
ホ
ー
バ
ー

ク
ラ
フ
ト
が
就
航
し
、
利
便
性
も
良
く
な
り
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
久
住
高
原
へ
…
。

　

久
住
高
原
（
く
じ
ゅ
う
こ
う
げ
ん
）

 

初
め
て
の
バ
ザ
ー

　

日
本
の
美
し
い
四
季
、
大
好
き
な
春
の
到
来

　

富
士
山
に
見
守
ら
れ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
出
来
な
か
っ
た
白
菊
会
静
岡
支

部
の
会
を
二
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
十
月
二
十
三
日（
日
）、
今
年
の
N
H
K
、
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
、
徳
川
家
康
の
駿
府
城
ち
か
く
の
ホ
テ

ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
２
F
「
日
本
料
理
京
都
つ
る
家
」

で
の
お
食
事
会
で
し
た
。
当
日
は
七
名
の
ご
出
席
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
近
況
や
学
生
時
代
の
お
話
に
花
が
咲
き
楽

　

毎
年
九
月
に
開
催
さ

れ
る「
白
菊
会
バ
ザ
ー
」

に
、
関
西
支
部
と
し
て

初
め
て
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
本
来
令
和
二
年

に
参
加
す
る
予
定
で
支

部
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
ガ
ー
ゼ
の
ハ

ン
カ
チ
や
ミ
ニ
タ
オ
ル

に
可
愛
い
刺
繍
を
施
す

な
ど
手
作
り
の
品
々
を
準
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
、
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
来
場
者
の
制
限
は
あ
り
ま
し

た
が
、
母
校
の
懐
か
し
さ
と
、
元
気
な
小
学
生
の
皆
さ

ん
達
と
の
や
り
取
り
に
、
心
和
む
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
の
バ
ザ
ー
も
ま
た
参
加
で
き
ま
す
よ
う
、
皆

様
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
準
備
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
の
新
年
会
以
降
会
合
も
控
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
機
会
も
計
画
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
数
年
で
新
た
に
関
西

に
来
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
の
皆
様
と
の
交
流

を
育
ん
で
参
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
新
年
会
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
頃
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々
に
お
声
を
か
け
て
、
3

月
21
日
、
藤
沢
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
文
楽

を
10
名
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
演
目
は
舞
踊

の
「
万
歳
・
鷺
娘
」

と
「
冥
途
の
飛
脚
」

で
し
た
。
歌
舞
伎

は
よ
く
ご
覧
に
な

っ
て
い
ら
し
て
も
、
文
楽
は
初
め
て
と
い
う
方
も（
私

も
ふ
く
め
て
）い
ら
し
て
、
目
の
前
で
の
お
人
形
の
衣

装
早
変
わ
り
に
は
っ
と
し
た
り
、
ラ
ブ
シ
ー
ン
に
う
る

っ
と
な
っ
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
観
劇
後
に
短
時
間
で
し
た
が
お
茶
を
ご
一
緒

す
る
こ
と
も
で
き
、
皆
様
の
近
況
な
ど
伺
え
ま
し
た
。

学
年
も
ば
ら
ば
ら
な
10
名
が
さ
っ
と
集
ま
れ
る
の
は
湘

南
支
部
な
ら
で
は
の
地
元
力
と
実
感
し
ま
し
た
。

静
岡
支
部

昭
46
卒
　
石
塚
　
静
子

湘
南
支
部

昭
49
卒
　
北
原
　
博
子

関
西
支
部

昭
47
卒
　
石
田
　
眞
知
子

中
部
支
部

昭
45
卒
　
重
盛
　
正
子

九
州
支
部

昭
39
卒
　
後
藤
　
直
子

2022.9.25  白菊会バザー

麻
布
　
　      

　        

　
　
総
本
舗

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
十
五
番
二
十
一
号

電
話
〇
三（
三
四
〇
四
）〇
〇
二
〇
㈹

http://azabu-aono.com
/

贈
り
物
に
は

　
　
　

銘
菓
を

銘
菓

ミカドコーヒー　オンラインストア　https://mikado-coffee.com/f/store
通販部  フリーダイヤル 　０１２０－５０９－９３６（フリーダイヤル選択番号「1番」を選択下さい。）
  　　[ 平日：１０時～ 12時  / 13 時～ 16 時 　（定休：土日祝）]

ミカドコーヒー直営店舗 　 日本橋（2店舗）、軽井沢（３店舗）
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今
年
の
夏
の
水
害
は
広
範
囲
に
及
び
大
変
な
事
で
し

た
が
、
秋
を
迎
え
降
雨
も
止
み
後
片
付
け
も
大
き
く
進

展
し
て
来
た
と
こ
ろ
て
す
。

　

3
月
初
め
に
何
十
年
振
り
か
で
南
ミ
ナ
ス
州
の
小
さ

な
町
ム
ッ
ケ
ン
を
尋
ね
ま
し
た
。
89
年
に
サ
ン
パ
ウ
ロ

以
外
で
は
初
め
て
草
木
染
め
講
習
を
し
た
所
、
あ
の
頃

は
電
気
も
ガ
ス
も
な
く
薪
焜
炉
で
染
料
を
作
っ
た
も
の

で
し
た
。
今
は
町
並
み
も
広
が
り
電
化
さ
れ
チ
ー
ズ
工
場

等
も
建
設
さ
れ
昔
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

住
む
人
達
は
物
静
か
で
優
し
く
以
前
と
同
じ
で
し
た
。

永
年
の
仕
事
の
友
人
が
移
住
し
て
手
芸
の
学
校
を
創
立

し
刺
繍
や
織
物
、
編
み
物
な
ど
手
仕
事
を
教
え
、
其
れ

等
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
8
月
に
は
染
め
と
刺
し
子
の

講
習
に
出
か
け
ま
す
。
何
が
出
来
る
か
楽
し
み
な
事
で
す
。

　

パ
リ
の
街
中
で
出
会
う
人
々
の
多
く
は
、
民
俗
、
宗

教
そ
し
て
国
籍
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
体
制
は

多
く
の
異
文
化
の
人
々
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
が
、

そ
こ
に
生
じ
る
文
化
の
相

違
は
大
き
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
に
新
た
な
問
題

を
提
示
し
ま
し
た
。
古

（
い
に
し
え
）
の
文
化
を

重
ん
じ
る
べ
き
か
、
あ
る

い
は
価
値
観
の
異
な
る
文

化
を
重
視
す
る
べ
き
か
。

そ
の
狭
間
で
回
答
の
な
い

ま
ま
時
は
経
過
し
て
い
き

ま
す
。　

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
や
侵

略
問
題
が
容
赦
な
く
押
し

寄
せ
、
一
層
錯
綜
し
て
い

く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
支
部

昭
35
卒
　
川
上
　
久
子

フ
ラ
ン
ス
支
部

�

昭
35
卒
　
瀧
脇
　
千
惠
子

　

懐
か
し
の
町
︱M

uqem

　

今
日
こ
の
頃
に
思
う
こ
と

■ 関西支部
支部長　石田眞知子（昭47卒） 
　
　

■ 湘南支部
支部長　深田清子（昭48卒）
　
　

■ 九州支部
連絡先　殿村博江（昭50卒）
　

■ 中部支部
支部長　松本多栄子（昭56卒） 
　

■ 静岡支部
支部長　猪頭美枝子（昭48卒） 
　

■ サンパウロ支部
支部長　川上久子（昭35卒）
　
　

■ フランス支部
支部長　瀧脇千惠子（昭35卒）
　
　
　

支 部 連 絡 先

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

し
い
お
時
間
も
あ
っ
と

い
う
間
の
二
時
間
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
コ
ロ
ナ
も
だ
ん
だ
ん

終
息
に
向
か
い
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

油
断
出
来
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
各
地

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
や
異
常
気
象
に
よ
り
ま

す
水
害
や
地
震
な
ど
の
様
子
を
T
V
で
見
る
と
本
当
に

心
が
痛
み
ま
す
。
静
岡
の
同
窓
の
皆
様
方
、
お
忙
し
い

と
思
い
ま
す
が
一
度
ご
出
席
頂
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。�

（
2
0
2
3
・
3
月
記
）

　

し
か
し
フ
ラ
ン
ス
で
生
活
す
る
私
た
ち
に
は
、
古
か

ら
の
文
化
を
尊
ぶ
母
国
が
あ
り
、
学
ん
だ
、
百
三
十
五

年
の
歴
史
を
持
つ
母
校
が
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
改
め

て
自
ら
の
幸
せ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

2022.8.1  万平ホテル

2022.10.23  ホテルアソシア静岡「つる家」

　

軽
井
沢
白
菊
会

は
、
白
菊
だ
よ
り
と

同
じ
65
年
の
歴
史
を

持
ち
、
毎
夏
盛
緑
の

軽
井
沢
で
20
〜
90
代

の
同
窓
生
が
旧
交
を

通
わ
せ
る
会
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
8
月
1
日
、

丸
2
年
の
ブ
ラ
ン
ク

を
経
て
遂
に
皆
様
に

お
目
に
掛
か
り
ま
し

た
。

先
生
方
を
お
招
き
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

皆
様
一
度
集
ま
れ
ば
以
前
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
様
子
で
パ
ッ

と
お
喋
り
に
花
が
咲
き
、
パ
リ
支
部
瀧
脇
様
の
お
話
を

伺
っ
た
り
、
校
歌
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
マ
ス
ク
も
ア
ク

リ
ル
板
も
阻
め
な
い
大
変
充
実
し
た
時
間
と
相
成
り
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
様
子
に
、
い
つ
ど
ん
な
環
境
で
も
学
び
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
距
離
を
求
め
る
時
代
に
於
い
て

も
、
人
、
特
に
同
窓
の
縁
は
と
て
も
強
い
こ
と
を
改
め

て
教
え
て
頂
い
た
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

2
0 

2 

3
年
は
、
長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
万
平
ホ

テ
ル
様
が
大
規
模
改
修
に
入
ら
れ
ま
す
。
本
年
は
ホ
テ

ル
マ
ロ
ウ
ド
様
に
ご
協
力
を
賜
り
、
8
月
1
日（
火
）開

催
予
定
で
す
。

旅
行
や
日
帰
り
で
の
参
加
も
、
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

お
気
軽
にchiyokosuga@

gm
ail.com

迄
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
井
沢
白
菊
会

　

�

　

平
23
卒　

須
賀　

千
代
子

卒
業
生
か
ら
の
お
た
よ
り
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白
　
菊
　
会
　
活
　
動

白菊会バザー☆記念祭

令
和
５
年
度
活
動
予
定

　

月
日

活
動
内
容

5
月
15
日

第
11
回
定
期
代
議
員
総
会

�

（
母
校
七
階
合
併
教
室
）

5
月
28
日

新
入
会
員
歓
迎
会

�

（
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
）

6
月

中
1　
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

7
月
1
日

父
母
の
会
音
楽
会�

（
白
菊
会
後
援
）

�

（
母
校
記
念
講
堂
）

７
月
20
日

白
菊
だ
よ
り
発
行

9
月
24
日

白
菊
会
バ
ザ
ー

11
月
11
日

　

〜
12
日

母
校
記
念
祭

　
　

白
菊
会
小
バ
ザ
ー

12
月

歌
舞
伎
観
劇
会

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

�

（
代
議
員
会
に
て
）

1
月

小
学
校
す
ず
か
け
教
室
参
加

2
月
末
日

高
三　

白
菊
会
入
会
説
明
会

　

月
日

活
動
内
容

5
月
16
日

第
10
回
定
期
代
議
員
総
会

�

（
母
校
七
階
合
併
教
室
）

6
月
15
日

中
1　
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

6
月
25
日

父
母
の
会
講
演
会�

（
白
菊
会
後
援
）

�
（
母
校
記
念
講
堂
）

７
月
20
日

白
菊
だ
よ
り
発
行

9
月
11
日

新
入
会
員
歓
迎
会

�（
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
）

9
月
25
日

白
菊
会
バ
ザ
ー

11
月
5
日

　

〜
6
日

母
校
記
念
祭

　
　

白
菊
会
小
バ
ザ
ー

1
月
23
日

　

〜
25
日

小
学
校
す
ず
か
け
教
室
参
加

2
月
28
日

高
三　

白
菊
会
入
会
説
明
会

令
和
４
年
度
活
動
報
告

科　目 講　　師
曜日／時間
月　　　謝

フラワー
アレンジメント

坂田　桂子先生
（昭41卒）

第2月曜／13：00〜15：00

4,000円

習　　字 島本　秀代先生
（昭29卒）

第1・3火曜／10：00〜12：00

4,000円

コーラス 勝山先生
第2・4火曜／13：00〜15：00

5,000円

キ ル ト 那須加代子先生
（昭49卒）

第1・3木曜／13：00〜16：00

5,000円

お裁縫教室
（和服リメイク・人形他）

武藤　咲良先生
（昭55卒）

第3木曜／11：00〜15：30

6,500円

フランス語 アンヌ・マリ・前島先生
第4木曜／12：30〜15：30

1回  3,000円

講座のご案内
白菊会館では下記の教室を開いております。
入会ご希望の方は白菊会へお申し込み下さい。

白菊会館ご利用案内
　会館には会議室、集会用の和・洋室がございます。
　クラス会、講習会、趣味の教室等皆様の集いの場として
ご利用いただけます。会館前・周辺は駐車禁止です。
［利用できる方］
白菊会会員。母校現・旧職員。
会員が紹介同席する場合は
会員以外の方も使用可。
事前の予約が必要です。
［利用可能日時］
平日（土・日祝日休館）11：00〜15：30
※詳細は白菊会館までお問い合わせ下さい。
　同期会ご案内用の住所ラベル（有料）を承ります。

［利用料］
◦同期会・打ち合わせ等
　の場合　 　1名5 0 0円
◦講習会・教室等の場合
　2階洋室（3時間4,000円）
　3階和室（3時間2,000円）

日赤医療センター

白菊会館

○東京女学館前

東四丁目○

東
京
女
学
館

中
学
・
高
校 小

学
校

交
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昭
20
Ｂ（
小
川
）　

森
本　

周
子

昭
23　
（
川
井
）　

新
藤　

良
子

昭
23　
（
滝
川
）　

滝
川　

賢
子

昭
24　
（
竹
内
）　

星
野　

尚
子

昭
24　
（
山
岡
）　

阿
南　

好
子

昭
26　
（
池
田
）　

高
良　

正
子

昭
26　
（
荒
木
）　

亀
谷　

康
子

昭
27　
（
菅
谷
）　

瀬
古　

靖
子

昭
28　
（
永
島
）　

柏
原　

洋
子

昭
29　
（
加
藤
）　

山
口　

陽
子

昭
29　
（
岡
部
）　

園
部
佐
栄
子

昭
30　
（
一
の
瀬
）松
永
登
志
子

昭
30　
（
柏
田
）　

藤
野　

敦
子

昭
30　
（
中
川
）　

木
村
喜
久
子

昭
31　
（
宮
坂
）　

小
林　

則
子

昭
34　
（
矢
田
部
）石
井
富
佐
代

昭
35　
（
牧
野
）　

勝
又　

都

昭
36　
（
伊
藤
）　

国
富
登
和
子

昭
36　
（
沢
田
）　

沢
田　

充
子

昭
36　
（
中
瀬
）　

鈴
木　

智
子

昭
38　
（
湯
澤
）　

樹
谷　

晶
子

昭
39　
（
名
執
）　

名
執
紀
代
子

昭
45　
（
竹
村
）　

松
本　

啓
子

昭
46　
（
細
井
）　

北
川　

範
子

昭
48
短（
橋
本
）　

久
保
田
栄
子

昭
52
短（
三
宅
）　

三
宅
ゆ
う
子

昭
53　
（
井
上
）　

梶
原　

光
恵

昭
56　
（
斎
藤
）　

久
米
亜
矢
子

平
5　
（
浜
田
）　

浜
田　

雪

平
9　
（
飯
塚
）　

飯
塚　

千
恵

平
12　
（
服
部
）　

服
部
圭
育
子

�

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
5
月
末
日
現
在

　

 　

卒
業
時
姓

昭
12　
（
曲
谷
）　

渡
辺
多
喜
子

昭
14　
（
加
藤
）　

森
田　

直
子

昭
16　
（
是
永
）　

新
井　

正
子

昭
17　
（
木
村
）　

小
林　

淑

昭
17　
（
高
須
）　

高
須　

慶
子

昭
17　
（
遠
山
）　

遠
山
由
利
子

昭
18　
（
熊
田
）　

岡
本
寿
賀
子

昭
18　
（
小
林
）　

花
澤　

宏
子

昭
18
等（
平
形
）　

西
四
辻
善
枝

昭
19　
（
内
山
）　

内
坂　

美
恵

昭
19　
（
三
井
）　

野
村　

長
子

昭
19　
（
小
俣
）　

鵜
沢　

幸
子

昭
20
Ａ（
阪
本
）　

久
保　

昭
子

物

故

会

員

◦
渋
谷
区
社
会
福
祉
協
議
会

〈
こ
ど
も
基
金
〉

◦（
公
財
）日
本
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
協
会　

　
〈
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
募
金
〉

◦
N
P
O
法
人
カ
タ
リ
バ

〈
こ
ど
も
基
金
〉

中
高
教
諭　
　
　

榊
原　

一
志
先
生

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

陽
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　

末
吉　

巧　

先
生

　
　
　
　
　
　
　

長
井　

翔
平
先
生

　
　
　
　
　
　
　

三
島　

健　

先
生

法
人 

　

 

総
務
部
次
長 

五
野
上　

牧　

様

　
　

 　
　
　
　

 

神
田　

広
禎　

様

�

（
順
不
同
）

ご
退
職
の
お
知
ら
せ

令
和
4
年

年
末
寄
付
の
ご
報
告

令和4年度決算
（正味財産増減計算書）

令和5年度予算
　

令和4年度決算
（貸借対照表）

科　目 予算額 決算額 差　異 予算額 科　目 金　額
Ⅰ．収入の部 Ⅰ．資産の部
1．基本財産運用収入 10,000 80 △ 9,920 10,000 1 ．流 動 資 産 17,533,001
2 ．会 　 費 　 収 　 入 10,450,000 10,896,000 446,000 11,000,000 2 ．固 定 資 産
3．事 　 業 　 収 　 入 1,800,000 2,816,178 1,016,178 3,320,000 　　　基 本 財 産 500,000
4 ．雑　　　収　　　入 260,000 11,735 △ 248,265 20,000 　　　特 定 資 産 60,000,000
5 ．寄　付　金　収　入 200,000 667,081 467,081 500,000 　　　その他固定資産 43,551,758

当期収入合計　 12,720,000 14,391,074 1,671,074 14,850,000 　固 定 資 産 合 計 104,051,758
資産合計 121,584,759
Ⅱ．負債の部

Ⅱ. 支出の部 1．流 動 負 債 0
1 ．事　　　業　　　費 9,657,602 9,982,505 324,903 10,907,602 負債合計 0
2 ．管　　　理　　　費 7,969,201 7,278,165 △ 691,036 8,119,201 Ⅲ．正味財産
当 期 支 出 合 計 17,626,803 17,260,670 △ 366,133 19,026,803 1 ．正 味 財 産 121,584,759
正 味 財 産 増 減 額 △ 4,906,803 △ 2,869,596 2,037,207 △ 4,176,803 　　（うち基本財産） （500,000）
正味財産期首残高　 124,454,355 124,454,355 0 121,584,759 正 味 財 産 合 計 121,584,759
正味財産期末残高　 119,547,552 121,584,759 2,037,207 117,407,956 負債及び正味財産合計 121,584,759

白 菊 会 会 計 報 告 （令和5年3月31日現在） （単位：円）

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

昭
29　
井
上
玲
子

昭
29　
島
本
秀
代

昭
29　
高
橋
和
代

昭
30　
斎
藤
俊
子

昭
35　
杉
原
由
美
子

昭
35　
藤
本
泰
子

昭
35　
松
岡
毬
子

昭
36　
天
草
絢
子

昭
36　
宇
佐
美
幸
子

昭
36　
岡
村
淑
子

昭
36　
滝
口
英
世

昭
37　
荒
木
壬
映
子

昭
37　
福
井
三
弥
子

昭
38　
伊
藤
規
子

昭
38　
飛
田
幸
子

昭
41　
岩
本
久
恵
子

昭
41　
大
庭
信
子

昭
41　
平
澤　

薫

昭
41　
藤
井
光
子

昭
42　
荒
井
麗
子

昭
42　
奥
津
眞
里

昭
42　
岸
野
秀
英

昭
42　
高
山
治
子

昭
43　
池
村
実
千
代

昭
43　
朔
美
野
子

昭
43　
田
丸
光
子

昭
44　
浦
田
多
美
子

昭
44　
金
森
泰
代

昭
44　
高
槗
秀
子

昭
45　
秋
山
由
美

昭
45　
岡
田
洋
子

昭
45　
加
藤
峰
世

昭
45　
小
磯
典
子

昭
45　
室
伏
礼
子

昭
46　
飯
尾
美
智
子

昭
46　
石
畑
孝
子

昭
47　
山
田
敦
子

昭
48　
深
田
清
子

昭
48　
宮
崎
由
美
子

昭
49　
小
河
原
え
り
子

昭
49　
北
原
博
子

昭
49　
高
橋
美
枝
子

昭
49　
藤
田
由
美
子

昭
50　
高
木
か
お
る

昭
51　
原　

育
子

昭
53　
鈴
木
秀
江

昭
53　
高
瀬
穂
波

昭
53　
松
井
悦
子

昭
54　
石
渡
聡
子

昭
56　
馬
島
結
美

昭
56　
山
﨑
由
美

昭
57　
酒
井
千
春

昭
59　
北
川
佐
代
子

昭
59　
齋
藤
千
恵
子

昭
59　
関　

哉
子

昭
59　
宮
尾
裕
子

昭
59　
森
賀
希
代
子

昭
61　
佐
藤
香
代

昭
61　
杉
原
由
利
子

昭
61　
高
野
晴
音

昭
61　
田
上
敦
子

昭
61　
田
槇
由
加
里

昭
62　
福
島
智
子

昭
62　
村
川
比
奈
子

昭
62　
山
口
京
子

昭
62　
山
本
洋
子

昭
63　
加
藤
房
子

昭
63　
峯
島
美
奈
子

�

（
敬
称
略
）

岡田泰税理士事務所　� 税理士　岡田　泰
法人決算・確定申告・相続・贈与・会社設立・新規開業から
経営・不動産・保険等まで、お気軽にご相談下さい。

TEL（03）6276-6489／FAX（03）6276-6490
http://www.z-okada.com/

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里5-14-10-303
＊白菊会の顧問税理士です。白菊会会員の方は、お問合せの際、
その旨お申し出下さい。各種ご優待させて頂きます。

■
ご
逝
去
の
お
知
ら
せ

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

中
村　

ひ
さ　
先
生
（
令
3
年
10
月
）

小
松　

小
夜
子
先
生（
令
4
年
）

小
松
原
三
代
枝
先
生

　
　
　
　
　

（
令
4
年
9
月
3
日
）

金
森　

さ
く
ら
先
生

　
　
　
　
　

（
令
4
年
11
月
2
日
）

代
議
員
名
簿

準
会
員
に
つ
い
て

東
京
女
学
館
か
ら
転
校
さ
れ

て
ご
卒
業
な
さ
ら
な
か
っ
た

方
も
準
会
員
と
し
て
白
菊
会

登
録
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
白
菊
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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会
か
ら
の
お
知
ら
せ

維持費について
当館の維持費は各学年1学級毎に年額１,０００円です。
◦卒業後、満60年を経た学年は免除。
◦平成12年3月以降高校卒業、同年4月以降短大入学
の学年は卒業時に納入済み。
◦維持費は、毎年4月に各学年の代表が会館又は下記
へ納入願います。
　　三菱UFJ銀行　渋谷支店
　　　普通預金 4353746
　　　口座名：一般社団法人　白 菊 会
◦次の学年は未納の時期がありますのでお納め願います。

S49, S50, S55, S57, H3〜H11
詳細は白菊会館までお問い合わせください。

白菊会へご寄付のお願い
白菊会活動にご支援よろしくお願い申し上げます。
　　ゆうちょ銀行
　　　口座記号 00100-0 口座番号 10501
　　　加入者名：一般社団法人　白 菊 会
通信欄に卒業年・卒業時氏名を明記してください。
5月末までのご寄付は15件457,081円でした。
個人のご寄付の他に下記同期会よりご寄付頂きました。
昭和23年卒、昭和31年卒、昭和30年小学校卒
ご協力頂き誠に有難うございました。

　住所変更、ご結婚、物故等のお知らせは
　白菊会までご連絡下さい。
機関紙「白菊だより」が届いていないご友人に下記お届け
内容参考の上、届出のお声掛けをお願い致します。
〒150-0012 渋谷区広尾3― 5― 22
一般社団法人　白菊会
TEL.03-3‌4‌0‌0-８２２１　　FAX.03-3‌4‌0‌0-8345
◦白菊会メールアドレス
　shiragikukai07@yahoo.co.jp
　メールの際、件名には卒業年・お名前を
　必ず入れてください。
　お問い合わせ
　毎週月曜日（10：00〜15：00）
　土・日祝日は休館
　夏期冬期には長期休館あり
　会館前・周辺は、駐車禁止

◦白菊会ホームページ
　https://tjk.jp/shiragikukai/
◦名簿データ管理上一部お名宛の表記が変わることが
　あります。ご了承ください。

母校記念祭に参加し、バザー・福引を行う予定です。
　　令和5年11月11日（土）11：30〜16：00
　　 　　　　11月12日（日）9：30〜16：00

今年のバザーのお当番は平3卒の方です。

白 菊 会 バ ザ ー

母校記念祭バザー
お届け内容

（FAX・メール・はがき）
①卒業年とクラス
②卒業時氏名
③現氏名（ふりがな）
④〒・新住所
⑤電話番号（携帯可）
⑥白菊だよりへの記載
　の有無（結婚・物故）

編 

集 

後 

記

理
事
長 

卒
業
時
姓

　

昭
36
（
堀
）　

宇
佐
美　

幸
子

常
務
理
事

　

昭
45
（
舘
）　

秋
山　

由
美

理
事

　

昭
44
（
近
藤
）
金
森　

泰
代

　

昭
46
（
花
岡
）
花
岡　

由
記
子

　

昭
49
（
内
苑
）
藤
田　

由
美
子

　

昭
51
（
大
高
）
原　
　

育
子

　

昭
57
（
北
原
）
深
澤　

理
枝

　

昭
62
（
江
間
）
山
口　

京
子

　

昭
62
（
齋
藤
）
山
本　

洋
子

　

昭
63
（
田
羽
）
峯
島　

美
奈
子

監
事

　

昭
59
（
山
田
）
北
川　

佐
代
子

　

平
2
（
宮
田
）
宮
田　

知
美

　

第
66
号
で
は
、
2
年
ぶ
り
に
開

催
し
た
白
菊
バ
ザ
ー
と
新
入
会
員

歓
迎
会
の
記
事
を
掲
載
し
、
改
め

て
、
集
う
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
お

届
け
す
る
事
が
叶
い
ま
し
た
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
ご
執
筆
者
様

を
は
じ
め
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
白
菊
だ
よ
り
に

ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
頂
き
ま

す
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

白
菊
会
本
部
役
員

一
般
社
団
法
人　

白
菊
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３（
３
４
０
０
）８
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
３
４
０
０
）８
３
４
５

shiragikukai07@
yahoo.co.jp

◦中高体育館にて
◦詳細は白菊会館までお問い合わせください。
◦ホームページもご利用ください。
　https://tjk.jp/shiragikukai/
◦ご寄贈品は年間を通して受け付けております。

令和5年9月24日（日）
10：00〜12：00  一般の方（卒業生を含む）
12：30〜14：30  在校生

①ふせん（表紙8cm×10.5cm）100円 ②A4クリアファイル100円 
③キティシャープペンシル（赤リボン）300円 ④キティストラップ（赤リボン）200円 
⑤サコッシュ（ブラック）（23㎝×30㎝）ストラップ長さ調節可・取外し可500円
⑥今治ガーゼタオルハンカチ（24㎝×24㎝）ピンク・ネイビー・カーキ・アイボリー500円

①

②

③

④

⑤

⑥

白菊会オリジナルグッズ
記念品・ギフトなどにご利用ください（配送も承ります）

白菊会館まで
TELまたはメールで
ご注文ください

折り返し送料込み
の合計金額を
ご案内します

口座まで
お振込みください
（前払い）

ご入金確認後
発送します


